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商品市況展望  

平成 24 年 7 月 15 日記 

 

 アストロロジーを使った相場分析で世界的に著名なアナリスト、レイモンド・メリマンという

人物がいる。占星術の事は全く判らんが、メリマン・レポートというのは市場関係者の中では有

名なので、相場をやっている人なら誰もが知っている人物かと思う。 

 当方の顧客の中にもメリマンファンが居て、今回日経ラジオ社から出た｢メリマン・スペシャ

ル、2012 年後半を読む｣と題した CD を借りた。6000 円＋税もする CD だ。 

 今回は、その中から抜粋して幾つかをご紹介したい。あんまり詳しく書くと、著作権侵害と言

われても困るので簡単に紹介するが、それでも訴えられる事のないように宣伝もしておきます。 

 

http://market.radionikkei.jp/merriman/ 

占星学と独自のサイクル理論でマーケット、世界情勢をズバリ予測するレイモンド・メリマン氏の最新インタ

ビューを含む音声コンテンツを紹介。 

メリマン氏の音声コンテンツや関連書籍の通信販売も。 

*『メリマン・スペシャル～２０１２年後半を読む！』[約 70 分] ＣＤ、カセットは６月２２日（金）発売、

音声ダウンロード版は６月２３日（土）配信開始！ 

*関連特番『メリマン・スペシャルの聴きどころ』[30 分]はラジオ NIKKEI 第 1、ｒａｄｉｋｏ他で６月２０

日（水）１５：１０～初回放送。オンデマンド、ポッドキャストで先行配信中。 

*書籍『フォーキャスト 2012』（投資日報出版）は好評発売中！ 

 

 今は冥王星がさそり座に突入している…とかいう占星術の事は何も判らぬのだが、ともかく氏

は 2008200820082008 年～年～年～年～2015201520152015 年は｢負債と爆発｣の時期年は｢負債と爆発｣の時期年は｢負債と爆発｣の時期年は｢負債と爆発｣の時期であり、今はそのちょうど真ん中に差し掛かった時

期であると述べる。 

 確かに昨今の欧州情勢などを考えると、まさに負債と爆発の時期だ。この爆発は 7 回あり、

徐々に深刻になるという。世界は大不況に陥る可能性が高く、2020 年まで良くない。占星学的

には他に何もなく、今は｢清算の時期｣なのであると述べている。 

 

 日経平均の予測については、書くのは止めておこう。米国株に関しては、NY ダウはダメで、

それ以上にダメなのはナスダックであり、IT 関係の株は暴落すると述べている。何とかの星座

が、悪影響を与えるんだそうだ。 

 

 為替については、75 円は円高のボトムであり、84 円を上回れば 90 円台へと円安になる。こ

れは 2013 年初めまでに起きるという。 

 

 金に関しては、目先は弱気。中長期的には超強気である。今は 1520 ドル～1800 ドルのもみ

合いであり、下抜けた場合は 1200 ドル以下まで下がるという。しかし 1800 ドルを抜けると急

騰が始まり、2000 ドル～2700 ドルへ。2020 年には 4000 ドルまで上がるだろうと述べている。 

 そう言えばこの週末、ゴールドマン・サックスが久々に金に強気のコメントを出し、2000 ド

ル目標と言っていたね。1500 ドル台で底は打っているのかも…。 
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 原油に関しては弱気であり、80 ドルまで下がると言っており、それは今の価格を見れば正解

だ。今後、101 ドルをオーバーしないと、4～8 ヵ月以内に 50 ドルまで下落するそうだ。 

 

 穀物に関しては、キーワードは災害だそうで、超強気であった。この CD が出たのが 6/22 で

あることを考えると、まさにこれが発売された直後からコーン・大豆は高騰を開始し、しかもホ

ット＆ドライでの上昇というのだから、神様並みに当たっている。 

 2014 年までは、各年に史上最高値を更新する急騰があって、全くおかしくないと言っている。

元々、売り狙いを念頭に置いて穀物相場を見ている当方だが、この 6 月後半から今までの動き

を見ると、メリマン様に逆らうのはどうも得策ではないようだ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

今週の金の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 9 日 \4,060 -61 \4,061 -62 

7 月 10 日 \4,055 -5 \4,057 -4 

7 月 11 日 \4,022 -33 \4,025 -32 

7 月 12 日 \4,013 -9 \4,016 -9 

7 月 13 日 \4,012 -1 \4,014 -2 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『戻り高値を超えられず、息切れして反落した相場である。次は

下値を試すのだろうが、これもまた底抜けするような大きな下げにはならぬと考える』とコメン

トした。 

今週の相場展開は、再び下落に転じた相場が 4,0004,0004,0004,000 円割れ（円割れ（円割れ（円割れ（3,9723,9723,9723,972 円）まで週末には下落円）まで週末には下落円）まで週末には下落円）まで週末には下落した

が、そこからは戻して4,000円台は回復。なお週末の夜間取引では4,060円台まで戻しているが、

東京市場は 3 連休に突入しているため、連休明けの動向は不透明。 

○東京金日足 

…削除済み… 

年初来の高値 4,6544,6544,6544,654 円（円（円（円（2/272/272/272/27）→）→）→）→3,3,3,3,888886868686 円（円（円（円（6/46/46/46/4））））まで 768 円下げた相場は、戻っても再び売

られて 4,000 円割れを演じること、これで 3 回目である。 

 

4,100 円台後半まで戻せば、今度は上値が重くなるのがこのところの傾向で、つまりは 3,9003,9003,9003,900

円～円～円～円～4,2004,2004,2004,200 円での円での円での円での 300300300300 円幅でのもみ合い円幅でのもみ合い円幅でのもみ合い円幅でのもみ合いというのが、今の相場である。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,012 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,012 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,013 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,015 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \3,886 6 月 4 日 \4,014 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \4,175 7 月 4 日 \3,961 6 月 29 日 \4,014 

  

○NY 金日足（7/12 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/7/7/7/13131313 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 26.726.726.726.7 ドルドルドルドル高高高高のののの 1592.01592.01592.01592.0 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。国内換算価格は 15 時半

比では 45 円高であるが、夜間取引ですでに織り込み済み。 

問題は、17 日（火）は NY 市場でのもう一日分の価格変動が影響を与えるということ。 

 

NY 金のチャートは、現状では現状では現状では現状では 1530153015301530 ドルドルドルドル～～～～1111666640404040 ドルドルドルドルででででのもみ合いであるのもみ合いであるのもみ合いであるのもみ合いであるが、メリマンはもう

少し大きく見ており、1520 ドル～1800 ドル（今年の最高値）でのもみ合いと言っているわけだ。
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どっちかに抜けると相場が走るというのは、相場の鉄則であり、そりゃ抜ければ上にも下にも走

るのは当然。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/7/7/7/10101010 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

7/137/137/137/13 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、今しばらく逆張り・もみ合いの展開が続くと思われる。超短期で

は上昇、中期では戻り売り、長期では上昇という相場を考えている。 

 

 

今週のプラチナの動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 9 日 \3,700 -80 \3,722 -77 

7 月 10 日 \3,678 -22 \3,699 -23 

7 月 11 日 \3,644 -34 \3,657 -42 

7 月 12 日 \3,644 0 \3,646 -11 

7 月 13 日 \3,627 -17 \3,643 -3 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『雇用統計発表後の下落で、来週前半は軟調な展開であろ

う。しかし大きな下げにはならないと思われ、押し目はまた買い場か。逆張りの展開がまだ続く

と予測する』とコメントした。 

今週の相場展開は、断続的に下げた相場が週末には 3,5983,5983,5983,598 円（円（円（円（7/137/137/137/13））））と 3,600 円割れを記録す

るものの、その後は反発。3,6003,6003,6003,600 円台半ばでの終了円台半ばでの終了円台半ばでの終了円台半ばでの終了であり、その後の夜間取引でも確りした動き

である。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

4,5894,5894,5894,589 円（円（円（円（3/143/143/143/14））））→→→→3,3,3,3,499499499499 円（円（円（円（6/46/46/46/4））））まで 1,090 円下げた相場は、3,83,83,83,863636363 円（円（円（円（6/16/16/16/18888））））まで 364 円

幅（3 分の 1 戻し）を入れ、再度の下落で 3,5003,5003,5003,500 円台へ円台へ円台へ円台へ。 

今回の反騰は 3,855 円（7/5）までの戻りだったが、3,8633,8633,8633,863 円突破はなら円突破はなら円突破はなら円突破はならずで、ずで、ずで、ずで、週末には再び週末には再び週末には再び週末には再び

3,5003,5003,5003,500 円台を記録したわけだ円台を記録したわけだ円台を記録したわけだ円台を記録したわけだ。 

 

だが 3,500 円台はすぐに買われるところを見ると、ここはやはり底値圏なのであろう。上値も

重いのは事実だが、下に抜けるのにはもう一つ大きな弱材料が必要なのだろうし、上に抜けるに

も何かインパクトのある強材料が必要だというところ。 

 

ともかく相場というのは、…中略… 

 

基本的に今は、『当方としては、まだ 3,499 円を大底とする上げ相場の中での押しという見方

だが、4,000 円台回復には非常に時間が掛かりそうだ…というのが今の見解。押し目買いという

よりは、逆張りと見たほうが良いかもしれない』という考えは変わらない。その中での相場の組

み立てだろう。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,627 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,635 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,376 

12 月 30

日 

\3,648 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,499 6 月 4 日 \3,645 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \3,499 6 月 4 日 \3,645 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \3,855 7 月 5 日 \3,546 6 月 29 日 \3,643 

 

〇白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,643 円（プラチナ）－4,014 円（金）＝－－－－333371717171 円円円円。 

 

今はこのサヤも－今はこのサヤも－今はこのサヤも－今はこのサヤも－300300300300 円～－円～－円～－円～－400400400400 円で円で円で円でのもみ合いのもみ合いのもみ合いのもみ合い。おそらく、抜けた方に走るのだろう。今は

様子見がベストと考える。 

 

結論として当方の相場観は、3,500 円台～3,800 円台でのもみ合い継続か。どちらかに放れる

には、何かインパクトのある材料の出現が必要だろう。 

 

 

    



 6 

〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

今週のコーンの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

7 月 9 日 \29,440 740 \27,830 690 

7 月 10 日 \29,400 -40 \27,730 -100 

7 月 11 日 \29,300 -100 \27,770 40 

7 月 12 日 \28,800 -500 \27,280 -490 

7 月 13 日 \29,210 410 \27,880 600 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『急騰中の相場ゆえ、相対力指数が買われすぎを示唆している以外は、まだ

天井形成の示唆は無し。しかし、相場は永遠に上がるわけではないので、売り場探し継続のまま

で良かろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、7/12には28,50028,50028,50028,500円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録円の高値まで記録。これは夜間取引中に付けたものだが、

そこからその日の内に 27,000 円割れまで一時 1,500 円以上の急落を演じたが、週末はまた大き

く戻して 28,000 円台を回復。 

6 月後半からの急騰相場は、今度は高値波乱の様相を呈してきた今度は高値波乱の様相を呈してきた今度は高値波乱の様相を呈してきた今度は高値波乱の様相を呈してきた。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

21,49021,49021,49021,490 円円円円（（（（6/186/186/186/18）→）→）→）→28,50028,50028,50028,500 円（円（円（円（7/127/127/127/12）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は 7,0107,0107,0107,010 円に及ぶ円に及ぶ円に及ぶ円に及ぶ。まさに息もつかせぬ

急騰で、7,000 円幅の棒上げとなったわけで、天候相場の凄まじさだ。 

 

ざっくりざっくりざっくりざっくり 3333 月の高値から月の高値から月の高値から月の高値から 6666 月の下げは月の下げは月の下げは月の下げは 4,0004,0004,0004,000 円幅であり、その倍返しと見るなら円幅であり、その倍返しと見るなら円幅であり、その倍返しと見るなら円幅であり、その倍返しと見るなら 29,00029,00029,00029,000 円台円台円台円台

だろうだろうだろうだろう。昨年の高値も 29,000 円台であり、3 万円とくればまた 2008 年の 5 万円台と騒ぐ向きも

もっと増えるだろうが（今も居なくはない）、冷静に需給報告を見れば、今年の高値はその程度

ではなかろうかと読む。 

 

さて 11 日に発表された米農務省報告米農務省報告米農務省報告米農務省報告である。 

〇期初在庫 9 億 300 万 Bu（6/12 は 8 億 5100 万 Bu）＋5200 万 Bu  

〇生産高生産高生産高生産高        129129129129 億億億億 7000700070007000 万万万万 BuBuBuBu（同（同（同（同 147147147147 億億億億 9000900090009000 万万万万 BuBuBuBu）－）－）－）－18181818 億億億億 2000200020002000 万万万万 BuBuBuBu  

…中略… 

〇在庫率在庫率在庫率在庫率        9.3%9.3%9.3%9.3%                    （同（同（同（同 13.7%13.7%13.7%13.7%）））） 

  

 このところのホット＆ドライでの作柄悪化により、生産高は 18 億 2000 万 Bu も大幅減少予想

としたわけだ。先週号で紹介したインフォーマ先週号で紹介したインフォーマ先週号で紹介したインフォーマ先週号で紹介したインフォーマ社の予測、生産高社の予測、生産高社の予測、生産高社の予測、生産高 136136136136 億億億億 4100410041004100 万万万万 BuBuBuBu よりもよりもよりもよりも 7777 億億億億

BuBuBuBu 近く少ない数字近く少ない数字近く少ない数字近く少ない数字であり、今回は農務省も大幅下方修正をしたわけだ。 

 だが価格が上がれば需要も落ちるわけで、特にエタノールなどは落ちるだろう。よって需要も

低下させたわけで、在庫率は 9.3%に低下させたわけだ。 

  

 だが冷静に考えると、まだまだ作柄が悪くなるならまた別だが、昨年の生産高まだまだ作柄が悪くなるならまた別だが、昨年の生産高まだまだ作柄が悪くなるならまた別だが、昨年の生産高まだまだ作柄が悪くなるならまた別だが、昨年の生産高 123123123123 億億億億 5300530053005300 万万万万

BuBuBuBu と比べると、今回の生産高と比べると、今回の生産高と比べると、今回の生産高と比べると、今回の生産高 129129129129 億億億億 7000700070007000 万万万万 BuBuBuBu はまだ多いわけだはまだ多いわけだはまだ多いわけだはまだ多いわけだ。 

 昨年の高値が 29,000 円台で、その後は急落したことを考えれば、やはり何時までも上がるこ

とは考えづらい。 
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メリマンは、2014 年の各年に史上最高値を更新してもおかしくないとコメントしているが、

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \\\\29,88029,88029,88029,880    7777 月月月月 10101010 日日日日    \21,930 

11 月 28

日 

\29,210 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\\\\27,84027,84027,84027,840    7777 月月月月 10101010 日日日日    \21,060 6 月 4 日 \27,310 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\\\\27,96027,96027,96027,960    7777 月月月月 10101010 日日日日    \20,520 6 月 4 日 \27,390 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \\\\27,67027,67027,67027,670    7777 月月月月 10101010 日日日日    \20,820 6 月 4 日 \27,230 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \\\\28,08028,08028,08028,080    7777 月月月月 12121212 日日日日    \21,040 6 月 4 日 \27,600 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \\\\28,50028,50028,50028,500    7777 月月月月 12121212 日日日日    \21,490 6 月 18 日 \27,880 

  

○シカゴコーン日足（7/12 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/7/7/7/13131313 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、9999 月限月限月限月限でででで前日比前日比前日比前日比 9.259.259.259.25 セントセントセントセント高高高高のののの 740.50740.50740.50740.50 セントセントセントセント。国内換算では 15

時半比 30 円高であるが、夜間取引は 270 円高での終了。 

東京市場連休中にもシカゴ天候相場で動くので、蓋を開けてみないと連休明けは読めない。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/7/7/7/10101010 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、29,000 円台で天井を打つのではないかと見ている。来週は天井

確認の週になるのではあるまいか？ 

 

 

今週の大豆の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

7 月 9 日 \51,600 400 \50,910 760 

7 月 10 日 \51,580 -20 \50,400 -510 

7 月 11 日 \53,000 1420 \50,280 -120 

7 月 12 日 \52,400 -600 \49,710 -570 

7 月 13 日 \54,000 1600 \50,520 810 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『5 万円台から上は、さすがにもう買えない価格であろう。ここからの上昇

分は一撃で値を消すケースもあろうし、まだ本格的には売れないかもしれないが、買う相場では

ないだろうと読む』とコメントした。 

今週の相場展開は、51,20051,20051,20051,200 円（円（円（円（7/107/107/107/10）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇の後に値を消し、一度は 5 万円割れまで下落。

しかし週末は安値から切り返し、5 万円台に上昇。その後の夜間取引では、また 51,000 円台も

記録している。 

○ 東京大豆日足 

…削除済み… 
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41,75041,75041,75041,750 円（円（円（円（6/46/46/46/4）→）→）→）→51,20051,20051,20051,200 円（円（円（円（7/107/107/107/10）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は）までの上げ幅は 9,4509,4509,4509,450 円幅円幅円幅円幅となり、1 万円の上げ幅に接

近。ただしサヤは中物が高い天狗ザヤとなっているため、中物はすでにそれ以上の上げ幅である。 

現状で一番高いところは、現状で一番高いところは、現状で一番高いところは、現状で一番高いところは、10101010 月限の月限の月限の月限の 55,90055,90055,90055,900 円円円円であり、先物よりも 4,700 円も上ザヤに位置し

ているわけだ。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは 46,68046,68046,68046,680 円（円（円（円（4/94/94/94/9）→）→）→）→41,75041,75041,75041,750 円（円（円（円（6/46/46/46/4）まで）まで）まで）まで 4,9304,9304,9304,930 円上げたものの倍返し、つまり円上げたものの倍返し、つまり円上げたものの倍返し、つまり円上げたものの倍返し、つまり

51,61051,61051,61051,610 円まで後わずかであり、この辺まではあって自然と見ている円まで後わずかであり、この辺まではあって自然と見ている円まで後わずかであり、この辺まではあって自然と見ている円まで後わずかであり、この辺まではあって自然と見ている。だがそれ以上はと言えば、

今の勢いならあってもおかしくはないが、上がった分は下がる時には一発で値を消すのだろうと

考えている。 

 

もちろんこれも、今後のホット＆ドライの天候次第今後のホット＆ドライの天候次第今後のホット＆ドライの天候次第今後のホット＆ドライの天候次第だが、コーンよりも収穫の遅い大豆は、ま

だそこまでこのホット＆ドライによる収穫低下懸念は出ていないようだ。だが在庫率はもともと

低いし、そのへんの頃合の問題だろう。 

 

さて 11 日に発表された米農務省報告米農務省報告米農務省報告米農務省報告の内容である。 

〇生産高生産高生産高生産高        30303030 億億億億 5000500050005000 万万万万 BuBuBuBu（（（（6/126/126/126/12 発表発表発表発表    32323232 億億億億 500500500500 万万万万 BuBuBuBu）－）－）－）－1111 億億億億 5500550055005500 万万万万 BuBuBuBu 

…中略… 

〇在庫率在庫率在庫率在庫率        4.2%4.2%4.2%4.2%（同（同（同（同 4.3%4.3%4.3%4.3%）））） 

 

 昨年の生産高が昨年の生産高が昨年の生産高が昨年の生産高が 30303030 億億億億 5600560056005600 万万万万 BuBuBuBu であるゆえ、やはり大幅に低下させたことは事実。そして在在在在

庫率も昨年は庫率も昨年は庫率も昨年は庫率も昨年は 5.5%5.5%5.5%5.5%、今年は、今年は、今年は、今年は 4.2%4.2%4.2%4.2%とさらに少ないわけであるが、前回発表からはそれほど劇的に

低下したわけではない。 

 先週出たインフォーマ社の予測インフォーマ社の予測インフォーマ社の予測インフォーマ社の予測の生産高・の生産高・の生産高・の生産高・31313131 億億億億 6100610061006100 万万万万 BuBuBuBu よりも少ないが、その間に相場は

上昇したわけで、ある意味では織り込んでいる。そうは言っても、習性として先にコーンが天井

打ちしないと、大豆も簡単には下がらんだろうなあ…と思う次第。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \\\\54,00054,00054,00054,000    7777 月月月月 13131313 日日日日    \35,610 

12 月 15

日 

\54,000 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \\\\55,90055,90055,90055,900    7777 月月月月 13131313 日日日日    \36,410 

12 月 15

日 

\55,670 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \\\\55,80055,80055,80055,800    7777 月月月月 13131313 日日日日    \36,830 

12 月 16

日 

\55,530 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \\\\53,40053,40053,40053,400    7777 月月月月 13131313 日日日日    \41,050 2 月 16 日 \53,140 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \\\\51,21051,21051,21051,210    7777 月月月月 13131313 日日日日    \41,750 6 月 4 日 \51,070 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \\\\51,20051,20051,20051,200    7777 月月月月 10101010 日日日日    \44,400 6 月 18 日 \50,620 

 

○シカゴ大豆日足（7/12 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/7/7/7/13131313 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、8888 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 22.2522.2522.2522.25 セントセントセントセント高高高高のののの 1594.751594.751594.751594.75 セントセントセントセント。7 月限は 1642

セントであるが、このチャートの格好がおかしいのは途中で中心限月の 8 月きりに表示が変わっ
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たためだ。 

国内換算では 440 円高であるが、これは夜間で織り込み済み。だが東京市場は 3 連休なので、

連休明けはシカゴがまだまだ動くので、蓋を開けてみないと判らない。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは 1509150915091509 セント（セント（セント（セント（4/274/274/274/27））））のののの天井天井天井天井を突破し、青天井の状況を突破し、青天井の状況を突破し、青天井の状況を突破し、青天井の状況でででで 1679.501679.501679.501679.50 セント（セント（セント（セント（7/97/97/97/9））））

まで急騰まで急騰まで急騰まで急騰。次の次の次の次の 8888 月限もこれを目指すのか、どうなるのかは天候次第か月限もこれを目指すのか、どうなるのかは天候次第か月限もこれを目指すのか、どうなるのかは天候次第か月限もこれを目指すのか、どうなるのかは天候次第か。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 7/7/7/7/10101010 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、もうぼちぼち天井圏であろうし、ここからの高値はいずれ急落す

るだろう。しかしまだ相場に過熱感がないため、ここからの高値というのもまだ相当あって、そ

こで踏まされてからの下げという考え方も出来るため、資金に余裕のない売りはまだ危険だろう。 
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〔〔〔〔コメコメコメコメ〕〕〕〕    

今週のコメの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 9 日 \16,150 -50 \15,740 50 

7 月 10 日 \16,170 20 \15,700 -40 

7 月 11 日 \16,200 30 \15,590 -110 

7 月 12 日 \16,270 70 \15,580 -10 

7 月 13 日 \16,150 -120 \15,500 -80 

〇東京コメ日足 

…削除済み… 

来年の 2 月に関西へ移行することが決定しているわけで、取引方法もザラバではなく板寄せに

変わる事が決定済み。 

すでにヘロヘロの商取会社は、新たな資金負担には耐えられないとの事で、弊社・セントラル

商事も関西に移った時点で、コメの受託は廃止するそうだ。場立ちを置いて、セリを通す人件費

は無駄だと経営判断した模様。 

 

当方は受け渡しをしているので、場合によっては何らかの方法で続けるが、受託出来ないもの

を解説しても仕方がない。コメ相場の解説は、今回を持って打ち切りと致しますコメ相場の解説は、今回を持って打ち切りと致しますコメ相場の解説は、今回を持って打ち切りと致しますコメ相場の解説は、今回を持って打ち切りと致します。ありがとう

ございました。 

    

東京コメ一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \14,240 1 月 23 日 \17,700 5 月 16 日 \13,820 1 月 26 日 \16,150 

2012 年 8 月 \14,200 2 月 21 日 \16,940 5 月 16 日 \14,090 4 月 2 日 \15,680 

2012 年 9 月 \14,200 3 月 21 日 \16,690 5 月 14 日 \13,990 4 月 2 日 \15,410 

2012 年 10 月 \15,210 4 月 23 日 \16,710 5 月 15 日 \15,100 6 月 7 日 \15,740 

2012 年 11 月 \15,500 5 月 21 日 \16,080 6 月 19 日 \15,000 5 月 24 日 \15,600 

2012 年 12 月 \15,900 6 月 21 日 \15,900 6 月 21 日 \\\\15,41015,41015,41015,410    7777 月月月月 13131313 日日日日    \15,500 

    

 

    



 11 

〔〔〔〔ゴム〕ゴム〕ゴム〕ゴム〕    

今週のゴムの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 9 日 244.0 -5.0 249.1 -6.1 

7 月 10 日 243.5 -0.5 247.7 -1.4 

7 月 11 日 240.5 -3.0 244.4 -3.3 

7 月 12 日 239.0 -1.5 246.3 1.9 

7 月 13 日 238.5 -0.5 247.9 1.6 

先週号においては『チャートは綺麗な逆三尊を形成したが、そこで戻りが終わってしまった展

開だ。次の一手は不透明で、しばらく方向感を探る展開が続くだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週前半は下落して 240 円台前半まで値を消したものの、その後は下げ止ま

っての横ばい。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

227.8227.8227.8227.8 円（円（円（円（6/256/256/256/25）→）→）→）→259.6259.6259.6259.6 円（円（円（円（7/47/47/47/4）まで）まで）まで）まで 31.831.831.831.8 円の上昇を演じた相場は、半値押ししてもみ合円の上昇を演じた相場は、半値押ししてもみ合円の上昇を演じた相場は、半値押ししてもみ合円の上昇を演じた相場は、半値押ししてもみ合

い中い中い中い中。 

この 259.6 円というのは、前回の戻り高値 257.4 円を抜いてトレンドが変化するポイントだっ

たが、また失速する辺がゴム相場の環境の悪さを表しているのかも。 

 

ただしもう一度上に出るようなら、トレンドは買いに変化するだろう。逆に 232 円辺りまでの

下げは、まだ 227.8 円を大底とする今回の押し目の範囲内だが、もう一度 230 円を割ると奈落の

底に再び進むだろう。 

つまりつまりつまりつまり 235235235235 円～円～円～円～255255255255 円の円の円の円の 20202020 円幅の間は逆張り。円幅の間は逆張り。円幅の間は逆張り。円幅の間は逆張り。260260260260 円と来れば買いトレンドに変化。円と来れば買いトレンドに変化。円と来れば買いトレンドに変化。円と来れば買いトレンドに変化。230230230230 円と円と円と円と

くれば売りトレンドに変化と考えているわけだくれば売りトレンドに変化と考えているわけだくれば売りトレンドに変化と考えているわけだくれば売りトレンドに変化と考えているわけだ。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2 月 27 日 229.2 6 月 29 日 238.5 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 230.0 6 月 29 日 240.2 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 231.8 6 月 29 日 242.3 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 230.8 6 月 25 日 244.6 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 227.8 6 月 25 日 246.4 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 259.6 7 月 4 日 232.8 6 月 26 日 247.9 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、7 月限 238.5 円～12 月限 247.9 円と 9.49.49.49.4 円の円の円の円の順順順順ザヤザヤザヤザヤ。期近には期限切れの現物

が渡ると見られており、順ザヤ幅は拡大傾向だ。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、6/30 現在で 908 トン減の 11,807 トン。5 旬連続の減少である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 
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上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、24,000 元台を挟んでのもみ合い中。 

 

タイタイタイタイではではではでは農民が政府に対して抗議活動を行なっているようだが、タイ政府の市場介入の目立っ

た動きは未だ無し。とにかく世界的なマクロ経済が回復しないと、誰がどう騒ごうが、タイ政府

が在庫を持とうが、消費されなければ騰がるものではない。在庫はどこにあったって、使えると

きに出てくれば一緒なのだから…。 

 

 結論として当方の相場観は、目先は 235 円～255 円での逆張りか。抜けるのなら下の可能性の

方がまだ強そうだが、ゴム独自の材料というよりは、もっとマクロ経済的なもの（欧州債務危機

や中国の景気後退など）で動くと考えておくのが無難だろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

今週の原油の値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

7 月 9 日 \48,480 -520 \47,650 -610 

7 月 10 日 \48,240 -240 \47,480 -170 

7 月 11 日 \48,200 -40 \47,320 -160 

7 月 12 日 \48,620 420 \47,710 390 

7 月 13 日 \48,950 330 \48,210 500 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『しばらくは 46,000 円～49,000 円でのもみ合いか。突っ込みを買い、戻り

を売る作戦で良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は前週 88.9888.9888.9888.98 ドル（ドル（ドル（ドル（7/57/57/57/5））））まで上がった後の調整期間となり、85858585

ドルを挟んだもみ合いにドルを挟んだもみ合いにドルを挟んだもみ合いにドルを挟んだもみ合いに。 

 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、おなじく 49,21049,21049,21049,210 円（円（円（円（7/67/67/67/6））））まで反騰の後のもみ合いとなり、47,00047,00047,00047,000 円台～円台～円台～円台～48,00048,00048,00048,000

円台での推移円台での推移円台での推移円台での推移。 

 

○ NY 原油日足（7/12 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 7/7/7/7/13131313 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 1.021.021.021.02 ドルドルドルドル高高高高のののの 87.1087.1087.1087.10 ドルドルドルドル。買われた材料は、米国の対イラン

制裁措置や中国の景気刺激策への思惑などであるが、まだもみ合いの範囲内。 

国内換算では、15 時半比 370 円高であるが、夜間取引ですでに織り込み済み。国内は連休な

ので、後は NY 市場の動向次第。 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 102102102102 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油はははは 99999999 ドルドルドルドル台台台台である。こちらは戻りが

顕著になって来ており、これを見ると NY 原油の 77 ドル台はさすがに底だったのか…という状況

である。 

 

7/7/7/7/10101010 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

  

○東京原油日足 

…削除済み… 

63,55063,55063,55063,550 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→44,19044,19044,19044,190 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 19,36019,36019,36019,360 円円円円とととと 2222 万円近く万円近く万円近く万円近く下げた相場下げた相場下げた相場下げた相場がががが、、、、49,21049,21049,21049,210 円円円円

（（（（7/67/67/67/6））））までまでまでまで 5,0005,0005,0005,000 円ほどの戻り円ほどの戻り円ほどの戻り円ほどの戻りの後、今週はもみ合いの後、今週はもみ合いの後、今週はもみ合いの後、今週はもみ合い。 

 

チャートでは 6 月の戻り高値をすでに抜いており、今後今後今後今後 49,21049,21049,21049,210 円も抜くなら強くなるだろう円も抜くなら強くなるだろう円も抜くなら強くなるだろう円も抜くなら強くなるだろう。

ただし逆に、長い陰線を一本引くようなら、また売りトレンドに戻ってしまう微妙な値位置にま

だあるわけで、どうなるかは来週の相場次第か。 
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 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3 月 15 日 \44,000 6 月 26 日 \48,950 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \44,230 6 月 22 日 \48,820 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \43,780 6 月 26 日 \48,550 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \44,310 6 月 26 日 \48,430 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \49,300 7 月 6 日 \44,190 6 月 26 日 \48,280 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \49,210 7 月 6 日 \46,240 7 月 3 日 \48,210 

  

結論として当方の相場観は、再び戻り高値を突破するようなら高いだろうが、中国の景気刺激

策や中東情勢を材料視するかどうかに掛かっている。逆に、そうこうしているうちにまた欧州問

題が出れば、相場は底抜けするだろう。来週中に、トレンドがハッキリするかも…。 

 

 

今週のガソリンの値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

7 月 9 日 \61,270 -500 \57,130 -790 

7 月 10 日 \61,130 -140 \57,030 -100 

7 月 11 日 \60,430 -700 \57,000 -30 

7 月 12 日 \59,900 -530 \57,120 120 

7 月 13 日 \60,460 560 \57,650 530 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『53,000 円台で底は入っているとは思うが、6 万円回

復も簡単ではなさそう。しばらくは、もみ合い乱高下の逆張り相場入りか』とコメントした。 

今週の相場展開は、概ね 57,000 円台でのもみ合い推移。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

77,81077,81077,81077,810 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→53,46053,46053,46053,460 円（円（円（円（6/6/6/6/26262626）まで）まで）まで）まで 24,35024,35024,35024,350 円円円円下げた相場は下げた相場は下げた相場は下げた相場は、、、、59,17059,17059,17059,170 円（円（円（円（7/67/67/67/6）まで）まで）まで）まで

5,7105,7105,7105,710 円の反騰円の反騰円の反騰円の反騰。 

しかし原油が 6 月の戻り高値を抜いたのに対し、ガソリンはまだ 6666 月の戻り高値の月の戻り高値の月の戻り高値の月の戻り高値の 59,92059,92059,92059,920 円円円円

は超えられずは超えられずは超えられずは超えられず。 

 

これを抜いてゆくようなら相場は買いに変化するのだろうし、…中略… 

    

 一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3 月 15 日 \57,700 6 月 22 日 \60,460 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \56,410 6 月 22 日 \60,200 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \54,850 6 月 26 日 \58,950 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \54,040 6 月 26 日 \58,220 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \61,930 5 月 30 日 \53,530 6 月 26 日 \57,820 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \59,170 7 月 6 日 \53,460 6 月 26 日 \57,650 
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7/7/7/7/13131313 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

7/77/77/77/7 現在の現在の現在の現在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、53,000 円台で底は打ったような感じで、目先は押し目買いが有

利か。ただし、再び欧州債務危機などの問題が発生するまでは…という事だが。 

 

 

今週の灯油の値動き 

  8 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

7 月 9 日 \58,530 -360 \61,020 -620 

7 月 10 日 \58,520 -10 \60,880 -140 

7 月 11 日 \58,420 -100 \60,780 -100 

7 月 12 日 \58,730 310 \61,010 230 

7 月 13 日 \59,430 700 \61,370 360 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『底は入っている相場であろうが、何らかのきっかけがな

いと大きく舞い上がるのもまだ難しいだろう。丹念な押し目買いでの対処が必要だと見る』とコ

メントした。 

今週の相場展開は、週前半安、週後半小戻しで終わった週であったが、ほぼ横ばい。62,84062,84062,84062,840

円（円（円（円（6/86/86/86/8）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇した後の、調整期間の色合いが濃い情勢だった。 

○ 東京灯油日足 

…削除済み… 

75,73075,73075,73075,730 円円円円（（（（3/153/153/153/15））））→→→→57,57,57,57,040404040000 円（円（円（円（6/6/6/6/25252525）まで）まで）まで）まで 18,69018,69018,69018,690 円円円円下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、62,84062,84062,84062,840 円（円（円（円（6/86/86/86/8）まで）まで）まで）まで

5,8005,8005,8005,800 円戻し、円戻し、円戻し、円戻し、現在はもみ合い中だ現在はもみ合い中だ現在はもみ合い中だ現在はもみ合い中だ。 

 

今後、再度高値の 62,840 円を突破するようなら、57,000 円の底打ち→上昇トレンド入りが明

確になるのだろうが、逆に 6 万円を割るようならダメな相場ということになるだろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3 月 15 日 \54,800 6 月 29 日 \59,430 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \54,950 6 月 29 日 \59,640 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \55,650 6 月 29 日 \60,480 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \56,350 6 月 26 日 \61,180 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \64,550 5 月 30 日 \56,800 6 月 26 日 \61,490 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \62,840 7 月 6 日 \57,080 6 月 29 日 \61,370 

  

7/7/7/7/13131313 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

7/77/77/77/7 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、基本的には底が入っている相場と見て、押し目買いを継続。前回

戻り高値を抜くようなら、上昇に拍車が掛かるか。 
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 〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

週末の NY 市場では、79.16 円での終了。79.05 円まで円高があり、僅かにまた円高が進んで

いる。 

 

メリマンはレポートにて、77 円はおそらく円高のピークだろう。84.17 円（3/15）を抜けば、

円安が 90 円まで進むだろう…とコメントしているが、その前に 80.62 円（6/25）の抵抗がある。

それを抜けたら円安だろうが、さてどこでそのようになる材料が出るかどうかだ。 

そう言えば IMF の女性専務理事の何とかさんも、円は割高だとずっとコメントしているね。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

週末の NY 市場では 96.40 円までの円高があったが、終わりは 96.90 円。さてこのまま、6/1

の円高ピークである 95.58 円で支えられるかどうか。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 雇用統計の数字が悪くても、EU 合意で戻した以上にドル高になっているのは、如何にユーロ

がダメかという事。 

 メリマンは、相変わらずドルはすべての通貨の逃避先であり、何かあったらドルが買われる状

況に変化はないと言っている。 

 

 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

 

        メールアドレス info@higenaka.com 

 


